
平成 22 年度第 7 回 医療法人社団主体会倫理委員会 会議記録の概要

開催日時 平成 22 年 8 月 23 日 16 時～16 時 55 分

開催場所 小山田記念温泉病院第３会議室

出席委員 毛 受 、 鈴 村 、 北 村 、 田 中 、 牧 野 、 家 崎 、 松 岡 、 大 西

（敬略称、順不同）

新規研究計画の審議

申請者 若山 浩子

研究名 障がいをもつ子どもの母親の育児ストレスについて

研究内容

要旨

育児ストレスに関連する要因を調査し、比較検討するために、育児

ストレスが特に多様化していると思われる就学前の障がいをもつ

児の母親と、定型発達を示す児の母親の育児ストレスの違いについ

て調査する。

審議結果 差し戻し

意見 正常対照群の選定方法、母親が子どもの障害を受容していない場合

の対応方法について再検討して下さい。

新規研究計画の審議

申請者 野原 英治

研究名 手指拘縮が著しい掌のスキントラブルを改善する～温泉湯と水道

湯の効用の比較～

研究内容

要旨

手指拘縮が著しい患者様を無作為に 10 名ずつの 2 グループに分け

る。１グループは温泉湯で、もう１グループは水道湯で掌を手浴し、

細菌数が１７時間の間でどのように変化するのかスタンプ培地を

用い調査する。これを各患者様に対し２ヶ月の期間を空けて計２回

行い、温泉湯と水道湯の効用の比較をする。

審議結果 条件付承認

意見 拘縮のためにミニタオルを握っている患者様は対象から除外する。

調査項目について説明文に明記する。

試料（培養の結果検出された細菌を含む）の保存方法、保存期間、

保管場所、責任者等について説明文に明記する。

新規研究計画の審議

申請者 若山 浩子

研究名 脳性麻痺の障害を持つ児・者の肋骨および横隔膜の運動と運動機能

状態にかんする調査研究

研究内容

要旨

心肺機能の一つである呼吸運動に着目し、脳性麻痺の方々の肋骨の

運動性と横隔膜の運動について調査する。



審議結果 超音波検査は経験のある理学療法士が行うこと。

検査機器は共同研究機関である鈴鹿医療科学大学のものを用いる

こと。

被験者、保護者に伝える検査結果はあくまでも研究中のものであ

り、医学的価値が確立したものではないこと。

以上を説明書に明記する。


